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私は空が怖いのです。01

何が怖いのか？

私は、空を見上げたり、背の高いものを見ると、自分が浮いて、飛ばされそうな感覚に
襲われます。
地に足が着いていないようで……。
私はそれが、小さかったころから、怖かったのです。

昔は

私も昔は、高いところが怖いんだと思っていました。
いわゆる、「高所恐怖症」だと。
でもある時、遊園地の観覧車に乗って、下を見るのは怖くない、と気づいたのです。
そういえば、家の屋上から打上花火を見る時、ずっと空を見上げているのが怖くて仕方
なかったな、と、思い出しました。
つまり私は、空が怖いのだ、と気づきました。

だけど……

私は、空の美しさに目を奪われます。
空は広くて、どこまでも続いていくようで、無限の可能性を感じます。
私は空が怖いけど、好きです。
だって、綺麗ですもん。




